
(株)アド・ワン・ファーム （札幌市）

【取り組んだきっかけ】
・当社代表と福祉事業所代表が知り合い
だった

【経営概要】
・経営規模:16ha
・作付作物:トマト、葉菜類
・雇用人数:通年雇用14名

パート（丘珠）70名

【取り組んで良かったこと】
・従来の業務の委託では同じ作業の繰り返しが主で
あったが、農作業では、農産物の状況により判断
が必要となる場面が多々あり、就労支援環境とし
して、農業は、能力の向上や仕事をする上での判
断力の訓練に向いている

・当社の作業効率も良くなった

【課題、難しい点】
・農業のジョブトレーナがおらず、育成が
必要

・体験させることで実感・感じてもらうこ
とが重要

・体力的な問題でリタイヤする場合がある。
→事業所でルールを作る（休憩時間等）

・上記作業①は、３０年より事業所の都合
で作業にきてもらえなかったので、作業
環境の再整備を含め、再度作業依頼でき
るようにしていきたい

【工夫したこと】
・休憩所の確保

【支援事業所の方の行っている作業】
①ベビーリーフの計量・シール貼り、トマト・パプリカ等のパック詰、
シール貼り等、水耕栽培を初めてからは、パネルなどの洗浄(25-29年)

②ミニトマト出荷パックのシール貼りを通年事業所で実施(29年～ )
・

【就労支援事業所の方の作業依頼内容
・作業人数: 4～6名(2事業所)
・作業期間: 4～8月(29.30年)
・作業料金:歩合制
・直接雇用はしていない→業務委託契約を事業
所としている。ステップアップしている利用
者もいる

【取組を始めた時期】
・平成２５年より

【改善した点】
・作業する方の能力に合わせて
作業を分担(分割)してきた

・近くにアパートをかり休憩所
を確保している

・休憩時間→60分に１回

作業を分割する工夫
・事業所の代表がジョブコーチを取得→作業の分割などを提案している

農福連携に取り組まれている農業者について（石狩管内南部編）５

【写真: (株)アドワンファーム
ホームページ より】

【写真: (株)アドワンファーム ホームページ より】



中央園芸 （恵庭市）

【取り組んだきっかけ】
・恵庭市から農福連携のネットワークの研
修会に声をかけられ、出席し取り組んだ

・パートさん用に、既にマニュアルを作っ
てあった

【経営概要】
・経営規模:10ha(ハウス110棟ほど)
・作付作物:鉢苗（花き、野菜）
・雇用人数:パート30名

【取り組んで良かったこと】

作業所の方とパートさんの作業雰
囲気はよく、パートさんの作業
効率も上がった

【課題、難しい点】

・パートさんと同じ頼み方をす
るのではなく、作業内容に併
せて作業をしてもらう必要が
ある

・３１年春は、事業所の都合で
作業にきてもらえなかった

・令和２年は、来てもらえるよ
うにしたい

【工夫したこと】
・休憩はしっかりとってもらう
・トイレはきれいにしておく
・体温調節できる服装で作業

【就労支援作業所の方の行っている作業】
・苗ポットのラベル挿し(3-5月)、草取り(4-5月)、苗ポットへの土詰め

【就労支援事業所の方の作業依頼内容】
・作業人数:5～6名(2事業所)
・作業期間:3～5月(29.30年)
・作業料金:歩合制

【取組を始めた時期】
・平成２９年の春作業より

【改善した点】
作業時間は柔軟性を考慮し
十分に余裕を持つようにし
ている

作業を分割する工夫
・ハウスに苗ポットを事前に並べ、ポットひとつづつにラベルを挿す

【写真:恵庭市 農福連携成功事例集 より】

農福連携に取り組まれている農業者について（石狩管内南部編）６





 
 

 

 

「農福連携に取り組まれている農業者について」 

（石狩管内南部編） 

令和２年３月 

〒060-8558 

北海道札幌市中央区北３条西７丁目 道庁別館６階 

北海道石狩振興局産業振興部農務課農業経営係 

TEL:011-204-5845(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

FAX:011-232-1157 

 

 


